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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

AIと機械学習 ～AIと機械学習の関係～
　2012年、画像認識の競技会であるILSVRCにおいて、ディー
プラーニングによる手法を用いたチームが、画像認識率を大
きく改善したことを皮切りに、ディープラーニングを中心とした
AIブームが巻き起こり、現在も活発にAIの研究・開発・活用が
進められています。ディープラーニングは機械学習の手法の１
つです。機械学習とはアルゴリズムや統計モデルなど、AIを実
現するための手段であり、AIは、明確な定義はなされていませ
んが、人間が行う判断や分析などいわゆる人間の「知能」を電
子計算機上で実現したものです。すなわち、AIを実現するため
には機械学習といわれるアルゴリズムや統計モデルを電子計
算機に実装する必要があります。

機械学習あれこれ
～学習の種類・手法・アルゴリズム～
　機械学習には、主に以下に示す２つのグループがあります。
（その他には、強化学習などもあります。）
①教師あり学習
　例えば、良品・不良品のデータをあらかじめ用意し、それを学
習させることで新規データが良品であるか、不良品であるかを
判断するなど、判断の基準を与え、それに対する回答を調整す
ることで学習させる手法です。代表的な手法として回帰分析や
クラス分類があります。
②教師なし学習
　①とは異なり、判断の基準を事前に用意することはせず、例
えば、与えられたデータの分布などの特徴や構造などから判
断・分析を行うものです。代表的な手法として、クラスタリング
があります。
◎回帰分析
　例えば、住宅の価格は築年数や駅などの施設からの距離など
など、様々な要因から決まります。このような住宅価格（目的変
数）を築年数や距離（説明変数）から求める式を見出す分析です。
◎クラス分類
　例えば、与えられた写真がイヌかネコかを判別する場合、事
前にたくさんのイヌとネコの写真から各々の特徴を見出してお
くことで、新たに与えられた写真がイヌかネコかを判別するこ
とができます。見出した特徴を基準にして、与えられたものがど
こに所属するかを判断する手法がクラス分類です。
◎クラスタリング
　例えば、赤いリンゴと青いリンゴのデータについて色の赤味

に注目すると赤いリンゴでは強く、青いリンゴでは弱くなりま
す。そうすると、たくさんの赤いリンゴと青いリンゴのデータは
色の赤味の強弱により２つの群を分けることができます。この
ように分布・構造に着目してデータを複数の群に分けるものが
クラスタリングです。
　これらの手法を実現するアルゴリズムの１つがディープラー
ニングであり、他にも決定木・回帰木やサポートベクターマシン
などたくさんあります。これらは各々に特徴があるため、与えら
れたデータの質や状況（例えばサンプル数）からどの手法を選
ぶかを判断する必要があります。
　このように機械学習ではまず「どのようなことをしたいか？」、
「教師データはあるのか？」から手法を決定した上で、適当なア
ルゴリズムを選択することになります。

機械学習を始めるには
～Python with Anaconda～
　機械学習の分野ではプログラミ
ング言語のPythonが多く開発に
用いられます。Pythonでの開発環
境としては、例えばAnacondaと
いわれるディストリビューション（必
要なソフトウェアを集めたもの）が
あり、Windows機でも比較的簡
単に実現することが可能です。
　表はAnacondaでPython開発環境を導入したのち、
scikit-learnという機械学習ライブラリを使って、当センターの
電力使用量と機器の稼働状況を回帰分析し、その結果から回
帰係数の上位５位の機器とその回帰係数を示したものです。ア
ルゴリズムにはSVM（サポートベクターマシン）というものを使
用し、決定係数は0.6程度でした。
　機器名は仮名化していますが、電力消費量の大きい試験機
が上位にくる（回帰係数が大きい）結果になり、簡単ではありま
すが電力消費量と機器稼働の相関が読み取れる結果となりま
した。
　ここまで述べたように、機械学習は目的やデータの質や状況
によりどのような手法を使うか？また、どのようなアルゴリズム
を使うか？（さらにはパラメータ調整なども必要）を考えて行う
必要があります。比較的気軽に始めることが可能ですので、ぜ
ひこの機会にチャレンジしてみてください。

機械学習にチャレンジ
～機械学習とは？と開発環境～トレンド

TREND INFORMATION

技術
　近年、ディープラーニング（深層学習）の登場によりAI（人工知能）に注目が集まっていますが、実現する手法として機械学習が
あります。ここでは機械学習について説明し、機械学習を実装するための手段としてPythonによる開発環境の導入についてご紹
介します。
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表　回帰分析結果

はじめに
　材料や表面処理の耐食性評価が必要な際、一般的には中性
塩水噴霧試験（JIS H 8502など）が行われます。しかし高耐食
性の材料などの場合、長い評価期間を要し、さらに実環境での
暴露試験との相関が乏しいことが課題です。塩水噴霧、乾燥、
湿潤などをサイクルで繰り返す複合サイクル腐食試験は、より
過酷な腐食促進試験であり、実環境に近い腐食条件を設定可
能です。ここでは高耐食性金属材料について複合サイクル腐
食試験を行った結果について紹介します。

複合サイクル腐食試験について
　複合サイクル腐食試験はJISや業界団体などで様々な規格
が制定されています。ここでは当センターでも依頼試験でよく
行われる日本自動車技術会規格JASO M610に準じて最長40
サイクル320時間実施しました（図1）。
　材料として高耐食性金属であるステンレス鋼SUS304、
SUS420J2、SUS430、SUS316L、およびチタンの5種類、
50mm×150mm×0.5mmの矩形試料を用い、各2枚のうち1
枚はクロスカットを入れ、20度傾斜して保持しました。

結果と腐食状態
　図2に試験後の試料外観を示します。外観的にはSUS420J2、
SUS430では比較的早期に全面で明瞭な発錆が確認されました
がSUS304では試料の一部に発錆し、SUS316Lでは一部の変
色が確認されました。またチタンは40サイクルまで発錆、変色
は認められませんでした。クロスカットの有無による発錆サイク
ルの差異はほとんど認められませんでした。ステンレス鋼は鉄
にクロムを10wt％以上含有しており、その表面には数nm厚の
クロム水酸化物・酸化物からなる層が、チタンには酸化物から
なる薄層があり、それぞれ不働態化層として腐食を防いでいま
す。また不働態化層は傷ついても空気中の酸素と材料中のク
ロムやチタンが結合し、速やかに再生します。このため今回クロ
スカットからの腐食がSUS420J2を除いてほとんど進行してい

ないと考えられます。
　今回の試料のうちSUS420J2はクロム含有量が12～
14wt%と最も低く、炭素を多く含有しており焼き入れ、焼き戻
しにより機械的特性を調質することができますが、鉄に近くさび
やすいとされています。またSUS430はクロムを16～18wt%
含んでいますが、SUS304、SUS316Lより耐食性は劣るとされ
ています。SUS304はクロムを18～20wt%、SUS316Lは16～
18wt%含有し、さらにSUS316Lは不働態化層の修復に有効と
されるニッケル、モリブデンを含有しており、SUS420J2や
SUS430との耐食性の差異が現れたものと考えられます。

おわりに
　当センターではJISおよびJASO規格に適合した複合サイク
ル腐食試験機（スガ試験機株式会社製 CYP-90）を導入してお
り、依頼試験を受け付けております（手数料基本額：1時間当た
り910円）。試験の詳細については応用技術課 表面・微細加工
担当までお問い合わせください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 表面・微細加工担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

複合サイクル腐食試験による高耐食性金属の耐食性評価業務・相談
事例紹介

応用技術課　中村 知彦

企画連携課　小山 洋太

図１　JASO M610によるサイクル試験 図２　複合サイクル試験後の試料外観

複合サイクル腐食試験機  仕様
塩水噴霧：35～50±1℃（5%中性塩水）
乾　　燥：（室温＋10）～70±1℃（25±5%RH  60℃）
湿　　潤：（室温＋10）～50±1℃（60～95±5%RH  50℃）
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